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「地球環境問題」　～私たちにできること～
2007年６月16日（土）　午後１時30分～４時
中部教育会館（倉吉市）
講師　鳥取環境大学　環境政策学科　衣川　益弘　教授

　第38回勤労者福祉学習会を倉吉市の「中部教育会館」で開催しました。
　現在、環境への関心は、日増しに高まってきている状況にあり、今回「私たち
にできること」と題して鳥取環境大学環境政策学科の衣川益弘さんにご講演いた
だきました。
　講演内容は今世界が直面している問題から、企業における環境へのとりくみを
事例にもとづいて紹介がありました。酸性雨・砂漠化・オゾン破壊等地球温暖化問題に伴う気象変動の構造と、それに関
わる私たちの意識について提言され、環境経営で循環型社会に向けた企業のとりくみ方の整備など、経済至上主義からの
脱皮について話されました。そして私たちにできることについて、「生活を見直すこと」「意識は変わったが行動が伴わな
い現実があること」を訴えられた後、グリーン購入の説明がありました。最後に、「毎日の生活パターンを見直し、変え
てみませんか。その選択肢はあなたの決心しだいで環境負荷が提言できる」と話され、地球環境の悪化は待ったがなく、
すぐに一人ひとりが出来ることからやっていくことが必要だと強く感じた講演でした。
　引き続いて中国労働金庫倉吉支店の磯江昌弘さんより労働金庫がとりくんでいる「生活応援運動・助け合い制度」につ
いて説明がありました。その中で多重債務の整理について相談体制の充実を図り支援体制を確立していること、多重債務
を未然に防止することを重点にしてとりくんでいることの紹介がありました。
　また、全労済鳥取県本部推進企画課の菅野 淳さんより“大切な住まいと家族の安心のために”と題し、火災共済につい
て仕組みと問題点に
ついて説明がありま
した。参加者の多くの
方が理解を深められ
全労済の優位性を認
識しました。
　以上途中15分の休
憩を入れ、４時に終了
しました。
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開 催 日 時　　2007年10月７日（日）　 軟式野球・ソフトボール・バレーボール・バドミントン・ボウリング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グラウンドゴルフ
　　　　　　　　　　　　　14日（日）　卓球（予備日：軟式野球・ソフトボール）
競 技 種 目　　軟式野球・ソフトボール・バレーボール・卓球・バドミントン・ボウリング・グラウンドゴルフ（少雨決行）
総合開会式並びに開始式

(1）総合開会式　「淀江体育館」午前９時より（男子バレーボール会場)
(2）開　始　式　「各競技会場」で行います。時間は[競技種目及び会場]をご覧下さい。

抽　　　選　　軟式野球・バドミントンについては、実行委員会で事前に組み合わせを決定する。その他の種目は開始式
終了後、それぞれの会場で抽選を行う。

競技種目および会場

参 加 資 格　　県下勤労者の団体（労働組合・企業単位及び事業団体等）で、原則としてアマチュアであること。
基本的には、地区大会(予選)出場メンバーでの参加とし、組合員50人以下で参加する場合は、産別で参加
することができる。

チ－ム編成　　県内の労働組合または企業単位のチ－ム。但し、単位労働組合が本県全域にわたる場合は、最大限地区単
位とする。

競技会場（コート)開始式
（時間）曜日開催日

(予備日)競 技 種 目

米子市民球場８：30日10／７軟 式 野 球 　　　〃８：30日(10／14)
東山スポーツ広場９：00日10／７ソ フ ト ボ － ル 　　　　〃９：00日(10／14)
淀江体育館９：00日10／７男子バレーボール 箕蚊屋体育館女子
福米体育館９：00日10／７バ ド ミ ン ト ン
淀江体育館９：00日10／14卓 球
ＹＳＰボウル10：00日10／７ボ ウ リ ン グ
日野川堰右岸10：00日10／７グラウンドゴルフ

� ��������������������������������������������
の 単 位
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生協は組合員が主人公です！

生協って何？

どんなところ？

と思ったら

鳥取県生協のホームページ

をご覧下さい。

http://www.tottori.coop
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　2007年７月30日（月）、ホテルニューオータニ鳥取において「2006
年度通常総代会」を開催しました。

　本総代会において、2006年度事
業報告と2007年度の事業方針の承
認決定をいただきました。また、役
員改選が行われ、新体制で2007年
度がスタートすることとなりました。

新　役　員

前谷　憲博（国公総連）
長谷　　進（電力総連）

退任役員

谷川　和夫（国公総連）
山田　隆志（電力総連）

　

６
月
４
日

（
月
）鳥
取
県

倉
吉
体
育
文

化
会
館
で
、第

　

回
通
常
総

57代
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

和
田
理
事
長

か
ら
は
、今
年

は
生
協
法
改

正
が
行
わ
れ
、

今
以
上
に
生
協
の
役
割
や
社
会
的
な
責
任

が
求
め
ら
れ
ま

す
。
組
合
員
一

人
一
人
の
知
恵

と
力
を
寄
せ
合

い
平
和
で
よ
り

良
い
社
会
を

創
っ
て
い
く
為

に
共
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
と
挨

拶
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。　
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セ
ン
タ
ー
病
院
オ
ー
プ
ン
の
年
。

全
組
合
員
・
全
職
員
の
参
画
で
新
た
な
前

進
を
つ
く
り
出
そ
う
！

　

鳥
取
医
療
生
協
は
、
五
月
二
十
六
日

（
土
）
第
六
十
三
回
通
常
総
代
会
を
、
さ

ざ
ん
か
会
館
を
主
会
場
に
総
代
・
役
職
員

二
五
四
名
が
出
席
し
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

山
上
組
合
長
理
事
が
開
会
に
あ
た
り

「
鳥
取
県
が
行
お
う
と
し
て
い
る
特
別
医

療
費
助
成
制
度
の
見
直
し
は
、
県
医
師
会

の
先
生
た
ち
も
不
安
に
思
っ
て
い
る
。
九

月
県
議
会
に
向
け
て
の
大
運
動
が
重
要
で

す
。
ま
た
、
憲
法
九
条
や
二
十
五
条
を
考

え
る
上
で
戦
後
の
歴
史
と
一
体
に
な
っ
た

医
療
生
協
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
も
大
切
で

す
。
特
に
高
齢
者
の
方
は
も
っ
と
長
生
き

を
し
て
、
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
に
平
和

が
一
番
で
あ
る
こ
と
を
語
り
継
い
で
欲
し

い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

昼
休
憩
を
利
用
し
、
セ
ン
タ
ー
病
院
の

建
設
を
記
念
す
る
文
化
行
事
・
前
進
座「
赤

ひ
げ
」
公
演
（
九
月
二
十
二
日
）
の
宣
伝

の
た
め
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た「
保
本
登
」

役
の
高
橋
佑
一
郎
さ
ん
が
挨
拶
を
さ
れ
ま

し
た
。

　

分
散
会
が

初
め
て
取
り

組
ま
れ
、
八

つ
の
会
場
に

別
れ
、
熱
心

に
討
議
が
深

め
ら
れ
ま
し

た
。

　

討
論
の
ま

と
め
で
、
全
体
と
し
て
新
病
院
へ
の
期
待

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
組
合
員
活
動
の

豊
か
な
経
験
交
流
が
さ
れ
た
こ
と
、
長
期

計
画
で
は
今
後
の
施
設
展
開
や
健
康
づ
く

り
へ
の
展
望
が
共
有
で
き
た
こ
と
、
一
方

で
鹿
野
温
泉
病
院
の
療
養
型
病
棟
の
転
換

や
現
施
設
の
再
利
用
に
つ
い
て
利
用
目
的

や
料
金
、
利
便
性
、
在
宅
の
医
療
活
動
な

ど
今
後
の
課
題
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
の

報
告
。
そ
れ
ら
を
受
け
て
、「
地
域
と
組
合

員
の
思
い
を
協
同
の
力
で
『
か
た
ち
』
に

変
え
る
〜
と
っ
と
り
夢
プ
ラ
ン
〜
」（
第
七

次
長
期
計
画
）、病
院
建
設
成
功
と
全
組
合

員
・
全
役
職
員
参
画
に
よ
る
建
設
運
動
、

ま
た
長
期
計
画
を
保
障
す
る
技
術
者
養

成
、
平
和
・
健
康
な
社
会
づ
く
り
等
を
柱

と
し
た
活
動
方
針
を
満
場
一
致
で
採
択
し

総
代
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
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中
国
労
働
金
庫
の
第
四
回
通
常
総
会
が

六
月
二
十
六
日
十
三
時
か
ら
、
広
島
市
の

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ビ
ィ
ア
広
島
で
出
席
代
議

員
二
四
六
会
員
、
委
任
会
員
二
、
七
六
一

会
員
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
司
会
の
井
上
理
事
（
日
新
製

鋼
労
働
組
合
周
南
支
部
）
の
挨
拶
の
後
、

大
塚
理
事
（
ク
ラ
レ
労
働
組
合
岡
山
支

部
）、山
今
理
事（
広
島
県
教
職
員
組
合
）を

議
長
団
に
指
名
し
、
開
会
し
ま
し
た
。

　

田
中
理
事
長
が
、
臨
時
総
会
で
承
認
さ

れ
た
施
策
「
中
国
労
金
の
飛
躍
に
向
け
て

（
も
っ
と
、
ず
っ
と
、
ろ
う
き
ん
）」
実
現

に
向
け
て
の
役
職
員
の
決
意
を
表
明
す
る

と
と
も
に
、
次
年
度
か
ら
始
ま
る
三
カ
年

計
画
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
考
え
方
を
示

し
ま
し
た
。
ま
た
、「
日
本
労
金
構
想
」
に

も
触
れ
、
十
月
頃
に
は
構
想
（
案
）
を
示

す
こ
と
が
で
き
る
と
し
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
広
島
市
長
の
代
理
と
し
て

市
民
局
・
藤
岡
次
長
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
労

福
協
連
絡
会
・
坂
根
会
長
、
連
合
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
連
絡
会
・
宮
地
代
表
幹
事
か
ら
、

来
賓
を
代
表
し
て
の
祝
辞
を
受
け
ま
し

た
。

　

議
案
審
議
に
入
り
、
第
１
号
議
案
「
２

０
０
６
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
決
算
関

係
書
類
承
認
の
件
」、
第
２
号
議
案
「
２
０

０
７
年
度
事
業
計
画
設
定
の
件
」、以
下
第

３
号
議
案
よ
り
第
７
号
議
案
が
審
議
さ

れ
、
代
議
員
か
ら
の
活
発
な
質
問
・
意
見

が
出
さ
れ
た
の
ち
、
い
ず
れ
も
賛
成
多
数

に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
関
連
で
は
、第
４
号
議
案
の「
理

事
・
監
事
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
の
件
」

で
安
長
章
（
自
治
労
鳥
取
県
本
部
）、
竹
内

克
徳
（
鳥
取
三
洋
電
機
労
組
）
両
理
事
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。
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業
所
の
製
品

販

売

に

加

え
、
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
か

き
氷
販
売
も

行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
ば
ら

で
あ
っ
た
お

客
も
マ
ス
つ

か
み
が
終
わ

る
と
ど
っ
と

増
え
、
縁
日

の
境
内
か
と

見
間
違
え
る

ほ
ど
の
大
賑
わ
い
で
し
た
。

　

こ
う
し
て
無
事
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
た

の
も
労
福
協
の
役
員
の
み
な
さ
ん
を
は
じ

め
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
様
々
な
方
々
の
協
力

が
あ
っ
て
こ
そ
の
こ
と
と
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

来
年
も
、

皆
さ
ん
の

楽
し
そ
う

な
歓
声
が

聞
け
る
よ

う
に
、
盛

り
上
が
る

イ
ベ
ン
ト

に
し
た
い

と
考
え
て

い
ま
す
。

引
き
続
き

み
な
さ
ま

の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

報
告

　

中
部
労
福
協
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

事
務
局
長　

梅
津
浩
治

�

�

�

�
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次
回
（
第
３
回
）
以
降
の

労
働
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

【
第
３
回　

年
金
・
社
会
保
険
の
制
度
】

　

・
鳥
取　
　

月　

日
（
水
）

10

17
鳥
取
県
労
働
会
館

　

・
倉
吉　
　

月　

日
（
水
）

10

17
中
部
総
合
事
務
所

　

・
米
子　
　

月　

日
（
火
）

10

16
西
部
総
合
事
務
所

　

時
間　

い
ず
れ
の
会
場
も

午
後
１
時　

分
〜
３
時

30

（
予
定
）【
第
４
回　

パ
ワ
ハ
ラ

　

〜
職
場
内
の
い
じ
め
ト
ラ
ブ
ル
〜
】

　

皆
様
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

鳥
取
県
中
小
企
業
労
働
相
談
所
み
な
く
る

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
0
1
2
0－
4
5
1－

7
8
3

　

み
な
く
る
で
は
、
労
働

に
関
す
る
相
談
に
幅
広
く

応
じ
、
ま
た
、
労
働
法
令

を
知
っ
て
い
た
だ
く
労
働

セ
ミ
ナ
ー
を
、
年
４
回
開

催
し
て
お
り
ま
す
。
８
月

は
『
労
働
条
件
の
基
礎
知

識
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

第１回労働セミナーの様子（2007.８.21）

　
Ｑ　

振
替
休
日
と
代
休

の
違
い
は
？

　
Ａ　

振
替
休
日
と
は
、
就
業

規
則
上
に
休
日
と
定
め
ら
れ
た

特
定
の
日
を
、
事
前
に
連
絡
し

て
労
働
日
と
し
、
労
働
日
と
さ

れ
て
い
る
日
を
休
日
と
す
る
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
て
代
休
と
は
、
就
業
規
則
上

の
休
日
に
勤
務
し
た
後
、
事
後

に
休
日
を
付
与
す
る
こ
と
で

す
。
振
替
休
日
の
場
合
、
休
日

労
働
に
伴
う
割
増
賃
金
支
払
い

の
問
題
は
発
生
し
ま
せ
ん
が
、

代
休
の
場
合
は
、
休
日
労
働
の

割
増
分
（
３
割
５
分
）
の
支
払

い
義
務
が
生
じ
ま
す
。

　

去
る
８
月　

日
（
日
）、
関
金
滝
川
親
水
公

19

園
に
お
い
て
第
３
回
中
部
労
福
協
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
晴
天
に
恵
ま
れ
、

約
７
０
０
人
の
参
加
を
得
て
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
連
合
鳥
取
中
部
地
域
協
議
会

よ
り
黒
瀬
副
議
長
、
中
国
労
金
鳥
取
県
営
業

本
部
よ
り
安
長
本
部
長
ま
た
、
鳥
取
県
労
働

者
福
祉
協
議
会
か
ら
は
山
中
専
務
理
事
に
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
後
、「
ク
イ
ズ
大
会
」
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
労
福
協
に
関
す
る
も
の
を
は

じ
め
と
し
て
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ク
イ
ズ

に
、
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
最
後

に
勝
ち
残
っ
た　

人
に
は
、
豪
華
賞
品
が
渡

10

さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
本
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

で
も
あ
る
「
マ
ス
つ
か
み
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
の
前
で
約
２
、５
０
０
匹
の
マ
ス

が
放
流
さ
れ
る
と
会
場
は
一
気
に
盛
り
上
が

り
を
み
せ
、
参
加
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

　
「
大
物
賞
」
が
準
備
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
日

は
、　

㎝
の
マ
ス
を
つ
か
み
上
げ
た
方
が「
大

51

物
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後

に
は
、
１
万
円
の
豪
華
賞
品
や
商
品
券
を
は

じ
め
と
し
て

計
約
１
０
０

本
の
賞
品
が

準
備
さ
れ
、盛

大
に「
お
楽
し

み
抽
選
会
」が

行
わ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、こ
の

間
約
２
時
間

に
わ
た
っ
て

製
造
業
労
組

や
小
規
模
作
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発
行
日

二
〇
〇
七
年
九
月　

発
行

鳥
取
市
天
神
町
三
〇
番
地
五　

�
鳥
取
県
労
働
者
福
祉
協
議
会　

第
２
5
６
号　

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
八
五
七
）二
七
│
四
一
八
八

発
行
責
任
者

中
田
博
明　

編
集
責
任
者

山
中
武
将　

編
集
委
員　

藤
田
浩
二
・
森
田
泰
彰
・
下
田
恵
美
子
・
岡
本
藍
子
・
谷
口
美
紀　


